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家族の一員として飼っ  ていますか？ 犬や猫

２広報なかがわ　平成19年６月10日

平成 18年度那珂川町の犬等の捕獲、引き取り及び苦情件数

　

あ
な
た
の
家
で
は
犬
や
猫
を
家
族
の
一
員
と
し
て
飼
っ
て
い
ま
す
か
？

動
物
を
飼
う
こ
と
は
、
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
度
飼

い
は
じ
め
た
ら
途
中
で
や
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
動
物
も
私
た
ち
と
同
じ
大
切

な
命
を
も
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
は
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て
育
て
、
最
後
ま
で
家
族

の
一
員
と
し
て
暮
ら
す
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
常
生
活
で
共
存
で
き
る
よ
う
、
飼
い
主
が
き
ち
ん
と
し
た
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
う
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

動
物
を
飼
う
前
に

　
　
　
　
　

考
え
た
い
こ
と

　

動
物
の
幸
せ
は
飼
い
主
の
意
識

で
決
ま
り
ま
す
の
で
、
飼
お
う
と

す
る
動
物
の
習
性
な
ど
を
よ
く
調

べ
、
責
任
を
も
っ
て
最
後
ま
で
面

倒
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
を
、
慎
重
に
判
断
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　
　
　
　

モ
ラ
ル
と
マ
ナ
ー

 

・
犬
の
登
録
及
び
狂
犬
病
予
防
注

　

射
の
義
務

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の

登
録
と
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
は
犬
を
取
得
し
た
日
（
生

後
90
日
以
内
の
犬
を
取
得
し
た
場

合
は
、生
後
90
日
を
経
過
し
た
日
）

か
ら
30
日
以
内
に
登
録
が
必
要
で

す
。

　

狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

も
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
所
有

者
は
毎
年
１
回
、
４
月
か
ら
６
月

ま
で
に
受
け
、
鑑
札
や
注
射
済
票

を
犬
に
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
当
町
で
は
別
表
の
と
お

り
第
２
回
目
の
登
録
及
び
狂
犬
病

予
防
注
射
を
各
会
場
で
実
施
し
ま

す
の
で
、
受
け
て
な
い
犬
は
最
寄

り
の
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

 

・
繁
殖
制
限
を
す
る

　

飼
い
主
は
飼
っ
て
い
る
動
物
か

ら
生
ま
れ
る
新
し
い
命
に
も
責
任

を
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
飼

い
主
の
責
務
と
し
て
不
妊
去
勢
手

術
な
ど
を
行
い
、
繁
殖
を
制
限
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 

・
動
物
に
よ
る
感
染
症
の
知
識
を

　

も
つ

　

飼
い
主
は
感
染
症
に
つ
い
て
正

し
い
知
識
を
も
ち
、
動
物
を
触
っ

た
後
は
必
ず
手
を
洗
う
な
ど
、
身

の
回
り
や
飼
育
環
境
の
清
潔
を
保

ち
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、か
み
傷
や
引
っ
か
き
傷
、

排
泄
物
に
触
れ
た
手
は
必
ず
洗
う

な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

 

・
周
り
の
人
や
自
然
環
境
に
配
慮

　

す
る

　

動
物
を
逃
が
し
た
り
、
放
し
飼

い
を
す
る
こ
と
は
、
動
物
の
事
故

だ
け
で
な
く
、
周
り
の
人
々
に
危

害
を
加
え
ま
す
。
ま
た
、
捨
て
ら

れ
た
動
物
が
野
生
動
物
の
生
活
を

圧
迫
し
、
自
然
生
態
系
へ
の
さ
ま

ざ
ま
な
影
響
も
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

飼
い
主
は
飼
っ
て
い
る
動
物
が

周
り
の
人
々
や
自
然
環
境
に
問
題

を
生
じ
さ
せ
な
い
よ
う
十
分
に
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

平
成
18
年
度
町
の
犬
等
の
捕
獲
数
、

引
き
取
り
及
び
苦
情
件
数
は
？

　

昨
年
の
当
町
の
犬
の
捕
獲
数
が

１
０
２
頭
に
対
し
、
返
還
数
は

た
っ
た
１
頭
で
す
。
ま
た
、
飼
え

な
く
な
っ
た
犬
や
猫
の
引
き
取
り

が
57
頭
に
も
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
野
犬
や
放
し
飼
い

な
ど
の
犬
に
関
す
る
苦
情
が
１
３

０
件
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

犬
の
捕
獲
数

返　

還　

等

引き取り 犬に関する苦情

合　
　
　

計
犬

ね  　

 　

こ

拾
得
ね
こ

鳴　

き　

声

脱　
　
　

糞

田
畑
あ
ら
し

咬　
　
　

傷

野
犬
・
放
し
飼
い

そ　

の　

他

102 1 40 17 8 3 2 2 1 118 4 298
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狂犬病は過去の病気ではありません！
毎年、世界で 55,000人が狂犬病で死亡しています。（WHO推計）

狂
犬
病
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

狂
犬
病
は
人
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
哺ほ
に
ゅ
う
る
い

乳
類
及
び
鳥
類
に
感
染
し

ま
す
。
現
在
の
と
こ
ろ
治
療
法
も

な
く
、
一
度
発
病
し
て
し
ま
う
と

必
ず
死
亡
し
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。

な
ぜ
今
、
狂
犬
病
が
危
な
い
の
？

　

国
内
で
は
狂
犬
病
の
発
生
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
中
国
や
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
な
ど
ア
ジ
ア
諸
国
で
の
発
生

が
多
く
、
諸
外
国
と
の
交
流
が
盛

ん
な
現
在
で
は
、
い
つ
狂
犬
病
が

侵
入
す
る
か
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
す
。

狂
犬
病
を
防
ぐ
に
は
？

　

狂
犬
病
は
一
度
発
病
す
る
と
治

療
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

予
防
が
極
め
て
重
要
で
す
。

　

現
在
、
検
疫
に
よ
り
海
外
か
ら

の
侵
入
を
防
い
で
い
ま
す
が
、
一

度
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
許
し
て
し

ま
う
と
、
流
行
を
防
ぐ
こ
と
は
困

難
で
す
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の

が
狂
犬
病
予
防
注
射
で
す
。
狂
犬

病
予
防
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
接
種
率
が
低
け
れ

ば
流
行
を
抑
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

平成 19年度犬の登録及び狂犬病予防注射（第 2回）日程表
平成 19年度犬の登録及び狂犬病予防注射（第 2回）を下記日程のとおり実施します。
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
と
は
？

　

町
が
、
政
策
等
を
決
定
す
る
過

程
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の

案
を
広
く
町
民
等
に
公
表
し
、
こ

れ
に
対
し
提
出
さ
れ
た
意
見
・
情

報
を
十
分
考
慮
し
て
最
終
的
な
意

思
決
定
を
す
る
と
と
も
に
、
提
出

さ
れ
た
意
見
等
の
概
要
と
こ
れ
に

対
す
る
町
の
考
え
方
等
を
公
表
す

る
制
度
を
い
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
も
の
が
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
の
対
象
と
な
る
の
？

　

将
来
の
町
の
施
策
、
基
本
方
針

や
進
む
べ
き
方
向
、
そ
の
他
基
本

的
な
事
項
を
定
め
る
計
画
及
び
条

例
、
町
民
に
義
務
を
課
し
、
若
し

く
は
権
利
を
制
限
す
る
こ
と
を
内

容
と
す
る
条
例
等
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

た
だ
し
、
町
税
等
の
金
銭
賦
課

徴
収
に
関
す
る
事
項
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
の
実
施

～
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
～

　

町
で
は
、「
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
き
制
度
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
町
の
施
策
を
決
定
す
る
過
程
を
公
表
し
て
い
く
こ

と
で
透
明
性
を
高
め
、
町
民
と
の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
、
町
民
の

意
見
を
的
確
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続
き

の
方
法
は
？

　

町
か
ら
計
画
等
の
案
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
窓
口
閲
覧
等
に
よ
り
公

表
さ
れ
、
そ
の
後
、
約
１
ヵ
月
が

意
見
等
の
提
出
期
間
と
な
り
ま
す
。

　

提
出
方
法
は
、
郵
便
、
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
、
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
直

接
窓
口
へ
の
書
面
に
よ
る
提
出
と

な
り
ま
す
。

　

提
出
の
際
に
は
、
住
所
・
氏
名
・

連
絡
先
等
の
必
要
事
項
を
明
記
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

誰
で
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が

で
き
る
の
？

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
で
き

る
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

・
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

 

・
町
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

　

を
有
す
る
個
人
及
び
法
人
、
そ

　

の
他
の
団
体

 

・
町
内
に
存
す
る
事
務
所
ま
た
は

　

事
業
所
に
勤
務
す
る
方

 

・
町
内
に
存
す
る
学
校
に
在
学
す

　

る
方

 

・
町
税
の
納
税
者

 

・
町
が
行
う
施
策
等
に
利
害
関
係

　

を
有
す
る
方

ど
の
よ
う
な
意
見
で
も
反
映
さ
れ

る
の
？

　

理
由
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
賛

成
・
反
対
の
各
意
見
に
つ
い
て
、 

そ
れ
ぞ
れ
参
考
に
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
住
民
投
票
制
度
で
は

な
い
の
で
、
類
似
性
の
あ
る
意
見

は
集
約
し
て
ひ
と
つ
の
意
見
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、
賛
成
・

反
対
の
多
数
決
で
施
策
が
決
定
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
果
の
公
表
の
方
法
は
？

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

に
つ
い
て
は
、
そ
の
概
要
を
取
り

ま
と
め
の
う
え
、
町
の
施
策
決
定

の
理
由
と
併
せ
て
公
表
し
ま
す
。

　

公
表
の
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
窓
口
閲
覧
等
に
よ
り

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
町
広
報

紙
へ
の
掲
載
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
よ
る
放
映
、
報
道
機
関
へ
の
情

報
提
供
等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

公
表
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導

入
に
よ
っ
て
ど
う
な
る
の
？

　

町
の
施
策
に
対
し
、
直
接
、
町

民
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
で

き
、
住
民
参
画
の
推
進
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
意
思
決
定
の
理
由
や
過

程
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
施
策
に
関
す
る
情
報
の
共
有

化
が
図
れ
、
町
と
町
民
が
同
じ
目

線
で
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
多
く
の
町
民
の

皆
さ
ん
の
多
様
な
意
見
が
あ
れ
ば
、

よ
り
良
い
那
珂
川
町
の
将
来
を
決

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

１計画案の作成

２計画案の公表
計画案　　
関連資料　

４意見の集約

  ３意見の提出　    　
  郵便　　　　　　
  ファクシミリ　　
  電子メール　　　
  担当課へ直接持参

方法　①町ホームページへの掲載

　　　②所管課及び各庁舎窓口で　　

　　　　の閲覧

　　　③その他

　　　・町広報紙への掲載

　　　・ケーブルテレビによる放映

　　　・報道機関への情報提供など

提出期間

1カ月程度

反映できる意見→計画案の修正

反映できない意見→理由の取りまとめ

５計画案の決定

６計画等の公表　
　提出された意見
　町の考え方　　
　修正の内容など

方法　①町ホームページ

　　　②案件担当課窓口

　　　③その他

（意見提出者への個別回答は行わない）

パブリックコメント手続きの流れ

左から久保田、網野、小山田、益子
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
総
合
的
な
支
援
を
行
う
地
域

の
中
核
機
関
で
す
。
保
健
師
、
社

会
福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
専
門
職
員
が
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
性
を
生
か
し
て「
チ
ー
ム
」

と
し
て
支
援
し
ま
す
。

ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
る
の
？

１
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
で
要

5 広報なかがわ　平成19年６月10日

　

昨
年
４
月
、
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
よ
り
町
に
は
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
４
月
か
ら
は
、
小
川
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
移
転
し
、
高

齢
者
の
皆
さ
ん
の
介
護
、
医
療
、

福
祉
な
ど
の
悩
み
を
総
合
的
に
支

え
る
相
談
窓
口
と
し
て
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
の
生
活
で
困
っ
た
こ
と

や
心
配
な
こ
と
な
ど
セ
ン
タ
ー
で

相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

支
援
１ 

・ 

２
と
認
定
さ
れ
た
方
や

要
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高

い
方
に
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計

画
」
の
作
成
を
行
い
、
で
き
る
限

り
自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

２
総
合
相
談

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
方
か
ら

「
介
護
に
関
す
る
相
談
」
は
も
ち

ろ
ん
、「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い

か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
悩
み

な
ど
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
必
要

な
保
健
医
療
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
情
報
提
供
や
連
絡
調
整
を
し

ま
す
。

３
権
利
擁
護

　

高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
、
悪
質

な
訪
問
販
売
等
に
よ
る
被
害
防

止
、
成
年
後
見
人
制
度
の
活
用
な

ど
に
よ
り
、
高
齢
者
の
権
利
を
擁

護
し
ま
す
。

４
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

　

介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
へ
の
指
導
や
支
援

の
ほ
か
、
高
齢
者
に
と
っ
て
暮
ら

し
や
す
い
地
域
に
す
る
た
め
、
医

療
機
関
な
ど
と
の
調
整
や
関
係
機

関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
行

い
ま
す
。

「那珂川おたっしゃ会」開催のご案内
　地域包括支援センターでは、介護予防教室「那珂川おたっ
しゃ会」を開催します。今年度は町内全行政区で、老人クラ
ブの協力のもと開催しますが、老人クラブに入会していない
方も参加できます。
　高齢者の方が生活しやすくなるよう、姿勢良く足腰などの
筋力を鍛えます。無理せず楽しみながらの運動体験なので、
お気軽にご参加ください。

　
　地域包括支援センター

左から久保田、網野、小山田、益子

～住み慣れた地域で

　　安心して生活できるように～
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「見るテレビ」から「使うテレビ」へ「見るテレビ」から「使うテレビ」へ
今月は、

「ケーブルテレビの

サービス」について、

お知らせします。

　那珂川町ケーブルテレビ高度化事業については、馬
頭地区は光ケーブルの敷設等の施設整備を進めてお
り、小川地区は施設整備に向けて、手続きを行ってい
るところです。
　今月号は、新しいケーブルテレビのサービスの内容

についてお知らせします。今までの「ばとうケーブル
テレビ」は、テレビ放送が中心でしたが、これからは
テレビ放送はもちろん、インターネットやＩＰ電話な
ど「通信」を活用したサービスを併せて行います。

１　再送信サービス

　テレビ局からの電波を受けて、ケーブルにより加入
者に送信するサービスです。ケーブル１本で放送番組
をご覧いただけます。ケーブルテレビでは、アンテナ
は設置する必要がなく、電波の届かない地域でも放送
番組を視聴することができます。地上アナログ放送は、
平成 23 年７月 24 日まで再送信いたしますが、それ以
降はすべてのアナログテレビ放送が終了します。平成
23 年７月 25 日以降については、現在のテレビ放送は
地上デジタル放送のみとなります。そこで、放送電波
のデジタル化に対応するとともに、電波の届かない地

域や受信状況が芳しくない地域等の皆さまにも安定し
たテレビの視聴をしていただくために、現在、ケーブ
ルテレビ施設の整備を実施しているものです。地上デ
ジタル放送等は、平成 21 年４月から再送信を予定し
ています。
※１～５のケーブルテレビ基本使用料金は、
　月額１，５００円～１，６００円程度を予定していま
　すが、高齢者世帯や身体障害者福祉法等の適用者に
　ついては、申請による料金の減免制度があります。
　また、ＮＨＫの放送受信料は別途必要です。ＷＯＷ
　ＯＷ（有料放送）は、個別契約が必要です。

１　再送信サービス
　　①　地上アナログ放送（平成２３年７月で終了）
　　②　地上デジタル放送
　　③　衛星（ＢＳ）デジタル放送
　　④　ＦＭ放送
２　テレビでインターネット
３　音声告知放送
４　自主放送
５　町内無料電話サービス

６　高速インターネット接続サービス
７　ＩＰ電話サービス
８　ＳＴＢ（セットトップボックス）レンタル
９　衛星（ＣＳ）デジタル放送の再送信サービス

ケーブルテレビ基本サービス

ケーブルテレビ追加サービス 2011年７月24日までに、
アナログテレビ放送は終了
します。
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２　テレビでインターネット

　パソコンが無くても、テレビ画面でインターネット
のホームページを気軽にご覧いただけます。パソコン
と違い特殊な操作は必要なく、リモコンのみで簡単に
利用可能です。インターネット契約は不要ですが、イ
ンターネットのすべての機能が使えるわけではありま
せん。

３　音声告知放送

　町で貸与する音声告知機を設置することにより、緊
急放送、連絡放送及びページング（グループ）放送が
可能となります。緊急放送は、火災や大雨などの災害
情報、不審者などの防犯情報及び悪質訪問販売のお知
らせなどが考えられます。
　連絡放送は、さまざまな各種行事の開催、延期及び
中止などの情報を周知するものです。 
　ページング（グループ）放送は、行政区、ＰＴＡ及
び各種団体など特定の方々へ、その代表者から情報を
お知らせできる放送です。

４　自主放送

　自主放送は、自主放送番組と文字放送があります。
　自主放送番組は、議会中継、各種行事、イベント、
保育園、学校などの身近な話題を取材し、番組として
お届けいたします。
　文字放送は、役場や各種団体からのお知らせや身近
な生活情報などを文字画面として提供するものです。

５　町内無料電話サービス

　ケーブルテレビ加入者間の通話料金は、無料です。

６　高速インターネット接続サービス

　オプションサービスですが､ 下りの最大通信速度は
３０Ｍｂｐｓ（ベストエフォート型）、常時接続です。
プロバイダ料、回線使用料、モデム使用料等すべてを
含み、料金は月額２，５００円程度の定額を予定して
います。

７　IP電話

　ＩＰ電話とは、インターネットを活用した電話の
ことです。このＩＰ電話の特長は、第１に長距離電
話が全国一律定額料金（同一接続会社間は無料）で
す。第２に今までの固定電話機がそのまま使用可能で
す。第３に一般加入電話や携帯電話への通話料金が低
額です。このＩＰ電話の月額基本料金は、２００円～
４００円程度です。電話番号は、「０５０- △△△△ -
○○○○」と新しい番号になりますが、一般加入電話
をそのまま残しておけば、切替操作により、一般加入
電話として今までの番号でも通話できます。

８　ＳＴＢ（セットトップボックス）レンタル

　セットトップボックスは、テレビに接続してさまざ
まなサービスが受けられるようにする機器の総称で、
多機能情報端末です。
　ＳＴＢは、地上デジタルチューナー、衛星デジタル
チューナー及びインターネットブラウザ機能を備えて
います。
　ＳＴＢ１台は無償で貸与となりますが、２台目から
は有料レンタルとなります。月額５００円程度です。
加入者宅にアナログテレビが数台あり、一度に高価な
デジタルテレビを何台も買い換えるのは現実的でない
場合は、ＳＴＢを接続すれば、今のアナログテレビも
地上デジタル放送がそのままご覧いただけます。また、
２台目以降のテレビで衛星放送（ＢＳ・ＣＳ）をご覧
になる場合もＳＴＢが必要となります。

９　衛星（ＣＳ）デジタル放送の再送信サービス

   映画、スポーツ、音楽、アニメ、ドラマ、エンター
ティメント、ニュース、ドキュメンタリー、趣味、教
育、公営競技などの専門チャンネルです。番組の供給
形態や月額料金については現在検討中です。

ご　注　意　を　！

　電気通信事業者などと偽って受信障
害調査や古いテレビ・アンテナ設備な
どの不要な改修を要求し、高額請求を
する業者にご注意を！

ＳＴＢ（セットトップボックス）
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情
報
公
開
条
例
開
示
請
求

個
人
情
報
保
護
条
例
開
示
請
求

　

個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ
く
開
示
請
求
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※
平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
19
年
３
月
31

日
ま
で
の
件
数
で
す
。

那珂川町にふさわしい『シンボル（町花・町木・町鳥）』を募集します。
◆応募資格　那珂川町に居住している方及び勤務してい
　　　　　　る方（勤務先を記入）
◆応募数　　１人につき各部門ごと（町花・町木・町鳥）
　　　　　　１点限りとします。（選定理由を記入）
◆応募方法　役場窓口等に設置された専用応募用紙また
　　　　　　は官製ハガキによるか、または窓口直接、
　　　　　　郵送、FAX、電子メールでの応募とします。
　　　　　　（住所、氏名、年齢、電話番号を記入）
◆応募先　　
　●直接窓口へ応募する場合
　　那珂川町役場（本庁・小川支所）・山村開発センター・
　　小川公民館に設置されている応募箱へ投かんしてく
　　ださい。
　●郵送で応募する場合
　　〒 324-0692　栃木県那須郡那珂川町馬頭４０９
　　那珂川町役場総務課シンボル応募係　あて
　● FAXで応募する場合
　　ＦＡＸ：０２８７－９２－２４０６
　　那珂川町役場総務課シンボル応募係　あて

　●電子メールで応募する場合
　　アドレス：gyousei@town.tochigi-nakagawa.lg.jp

　　件名を「那珂川町シンボル応募」としてください。
◆募集期間

　平成 19年６月 11日（月）～平成 19年８月 10日（金）
　まで（郵送の場合、当日消印有効）
◆賞品　各部門（町花・町木・町鳥）ごとに５名、計 15
　名の方に 1万円分の商品券を贈呈いたします。（採用シ
　ンボル応募者多数の場合には抽選となります）
◆シンボルの選定方法

　　シンボル（町花・町木・町鳥）は、応募シンボルの中
　から那珂川町シンボル選考委員会において選定します。
◆シンボルの発表

　町広報紙、・町ケーブルテレビ・町ホームページなど
◆その他

　　応募されたシンボルに関する一切の権利は那珂川町に
　帰属します。
　　シンボルを採用された方の氏名・住所を、シンボル発
　表時に公表する場合があります。
◆問い合わせ　総務課行政係　☎ 0287 － 92－ 1111

平
成
　
年
度
の
情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
の
運
用
状
況

　

町
で
は
町
政
に
関
し
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

説
明
す
る
責
務
を
全
う
す
る
と
と
も
に
、
公
正

で
開
か
れ
た
町
政
を
推
進
す
る
た
め
「
情
報
公

開
条
例
」
に
基
づ
き
、
町
の
情
報
を
公
開
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、「
個
人
情
報
保
護
条
例
」
に
よ
り
、

町
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い

と
本
人
か
ら
の
情
報
開
示
請
求
等
に
関
す
る
手

続
き
を
定
め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
条
例
で
は
、
年
１
回
の
運
用
状
況

を
公
表
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
課
行
政
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

平成19年度自衛官募集案内

18

問い合わせ　那珂川町住民生活課　☎ 0287－92－1112
　　　　　　自衛隊大田原地域事務所　☎ 0287－22－2940



9 広報なかがわ　平成19年６月10日

　

去
る
５
月
11
日
か
ら
20
日
に
か

け
て
、
春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ

る
み
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
の
根
絶
、
自
転
車
の

安
全
利
用
の
推
進
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用

の
徹
底
が
重
点
項
目
と
し
て
掲
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
11
日
、
朝
７
時
半
か
ら

田
町
交
差
点
で
交
通
安
全
協
会
役

員
や
女
性
部
、
安
全
運
転
管
理
者

協
議
会
員
な
ど
30
名
が
ド
ラ
イ

バ
ー
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
、
運
動
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
や
幼
稚
園
な
ど

で
は
交
通
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

馬
頭
小
学
校
で
は
５
月
14
日
、

自
転
車
教
室
が
開
催
さ
れ
、
５
年

生
40
名
が
小
山
秀
雄
ス
ク
ー
ル
サ

ポ
ー
タ
ー
や
葛
西
京
子
交
通
教
育

指
導
員
の
話
を
熱
心
に
聴
き
ま
し

た
。 

「
自
転
車
で
の
安
全
な
左
折

の
仕
方
」
で
は
巻
き
込
み
事
故
の

予
防
の
た
め
、
ダ
ミ
ー
人
形
を

使
っ
た
内
輪
差
を
実
際
に
見
ま
し

た
。
そ
の
後
、
自
転
車
の
点
検
や

正
し
い
乗
り
方
を
実
践
し
、
交
通

意
識
を
高
め
ま
し
た
。

春
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

　

５
月
12
日
、五
月
晴
れ
の
も
と
、

福
島
泰
夫
さ
ん
（
芳
井
）
の
水
田

で
、
恒
例
の
外
国
人
と
の
交
流
な

ど
を
目
的
と
し
た
田
植
え
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
大
学
や
自
治
医
科
大
学

の
留
学
生
、
県
内
に
在
住
す
る
外

国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
な
ど

20
人
が
参
加
。
町
内
の
小
・
中
学

生
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
な
ど
約

１
０
０
人
が
泥
に
足
を
取
ら
れ
な

が
ら
も
、
昔
な
が
ら
の
手
作
業
で

の
田
植
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昼
食
時
の
交
流
会
で
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
留
学
生
ア

ン
ナ
・
フ
ィ
プ
タ
・
レ
ス
テ
ィ
さ

ん
が
収
穫
を
表
す
伝
統
舞
踊
を
披

露
。
中
国
の
留
学
生
た
ち
も
、
現

地
の
歌
謡
曲
を
合
唱
す
る
な
ど
、

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

秋
に
は
今
回
植
え
た
田
ん
ぼ
で

の
手
刈
り
に
よ
る
稲
刈
り
が
行
わ

れ
る
予
定
で
、
収
穫
時
の
再
会
を

約
束
し
て
い
ま
し
た
。

参加者全員で記念撮影田植え作業中の１コマ

留学生たちの合唱
昼食時の交流会

インドネシアの伝統舞踊
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北
沢
の
不
法
投
棄
の

　
　
　
　
　

解
決
に
向
け
て
（
20
）

　
　

今
回
は
、
町
民
な
ど
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
先
進
地
視
察
先

の
１
つ
で
あ
る
、茨
城
県
笠
間
市
の
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

に
つ
い
て
、
２
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

｢ なぜ、那珂川町の小学校で英語学習？ ｣
　

茨
城
県
で
は
、
廃
棄
物
の
適
正

処
理
を
促
進
す
る
た
め
に
、（
財
）

茨
城
県
環
境
保
全
事
業
団
が
設
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
団
は
、
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
の
安
定
確
保
と
廃
棄
物

に
よ
る
環
境
汚
染
の
防
止
対
策
等

の
支
援
を
行
う
こ
と
が
使
命
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
県
内

３
カ
所
の
産
業
廃
棄
物
管
理
型
最

終
処
分
場
の
残
余
容
量
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
エ
コ

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
の
建
設

に
至
り
ま
し
た
。

　

施
設
は
笠
間
市
の
県
道
日
立
笠

間
線
沿
い
の
採
石
場
跡
地
に
３
ヵ

年
か
け
て
建
設
さ
れ
、
平
成
17
年

８
月
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

施
設
の
全
体
面
積
は
、
28
・
６
ha
、

埋
め
立
て
面
積
は
、９
・
８
ha
、
埋

め
立
て
容
量
は
約
２
４
０
万
㎥
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
な
お
、
馬
頭

最
終
処
分
場
は
、
全
体
面
積
が
約

78　

、埋
め
立
て
面
積
が
約
６
・
１

ha
、
埋
め
立
て
容
量
が
約
80
万
㎥

で
埋
め
立
て
容
量
は
「
エ
コ
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」
の
約
１
／
３

で
す
。
ま
た
、
全
体
の
面
積
が
広

い
の
は
、
緩
衝
緑
地
帯
を
含
め
た

「
里
山
」
と
し
て
、
保
全
す
る
区

域
が
広
く
確
保
さ
れ
て
い
る
た
め

で
す
）

　
「
エ
コ
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
か
さ
ま
」

の
主
な
施
設
は
、
管
理
棟
、
埋
め

立
て
地
、
浸
出
水
処
理
施
設
、
溶

融
処
理
施
設
、
防
災
調
整
池
、
自

然
遊
水
地
な
ど
で
す
。

　

埋
め
立
て
対
象
廃
棄
物
は
、
茨

城
県
内
の
産
業
廃
棄
物
（
無
機
性

汚
泥
、
鉱
さ
い
、
金
属
く
ず
、
ガ

ラ
ス
、
陶
磁
器
く
ず
、
が
れ
き
、

燃
え
殻
、
ば
い
じ
ん
等
）
と
、
茨

城
県
内
市
町
村
の
一
般
廃
棄
物
の

焼
却
灰
・
不
燃
残ざ
ん

渣さ

な
ど
に
な
っ

て
い
ま
す
。
受
け
入
れ
前
に
事
前

調
査
を
行
う
な
ど
受
け
入
れ
管
理

相談窓口の開設
　馬頭最終処分場について、町民の皆さんの疑問にお答え
し、ご意見やご要望をお伺いするため、県と共同で相談窓
口を開設しています。

相談日時　　毎週水曜日（当分の間）　午後１時～午後６時
場　　所　　役場本庁２階　第３会議室
問い合わせ　県　馬頭処分場整備室　☎ 028 － 623 － 3227
　　　　　　町　環境整備対策室　　☎ 0287 － 92 － 1110

ha

最終処分場視察の実施
　町と県は町民の皆さまに実際の処分場を見

ていただき、処分場がどんなものかを理解し

ていただくため、最終処分場の視察を実施し

ます。

○視察先

　埼玉県環境整備センター（埼玉県寄居町）

　エコフロンティアかさま（茨城県笠間市）

　その他、要望の施設

○対象者　　

　那珂川町に住所を有する団体・グループ

○申し込み　

　環境整備対策室　☎ 0287 － 92 － 1110

○実施期日　

　申し込み団体等と調整のうえ決定します。

エコフロンティアかさま

自然遊水地
防災調整池

浸出水処理施設県
道
日
立
笠
間
線

を
徹
底
し
、
不
適
切
な
廃

棄
物
の
搬
入
を
防
止
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
笠
間
市

の
一
般
廃
棄
物
な
ど
に
つ

い
て
は
、
溶
融
処
理
施
設

で
溶
融
し
、
ス

※

ラ
グ
な
ど

と
し
て
減
量
化
し
て
か
ら

埋
め
立
て
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
、
各
施
設
の
概

要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※
ス
ラ
グ
と
は
、
高
温
で

焼
却
灰
等
を
溶
融
し
た
結

果
、
生
成
さ
れ
る
ガ
ラ
ス

質
の
固
化
物
を
言
い
ま

す
。
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｢ なぜ、那珂川町の小学校で英語学習？ ｣
　②変化の対応育成――那珂川町の児童は比較的に保守

的です。周りの世界が次々に変化しているにも関わらず、

那珂川町の児童はワンパターンに落ち着いて、変化に対

応しづらい性格があるのではと感じます。もちろん、町

内の小学校はそれぞれの対策をとっています。英語学習

を通して、児童は普段と違った先生・学習内容・授業の

進み方・活動内容で柔軟性を育てることは有意義なこと

と思います。

　③英語語学力の基礎作り――中学校の英語はどこの

日本の子どもでも通過しなければならない科目です。重

点はこの数十年で「文法訳読法」から「コミュニケーショ

ン法」に移り変わっていますが、いずれにしても将来が

かかっている高校入試の大切な科目の一つです。児童は

中学校に入学する前に、すでに英語に関して印象と基礎

ができています。以前、那珂川町の児童が小学校を卒業

する際に実施した調査で「英語が難しい」や「英語がき

らい」と回答した児童が多かったのですが、最近では中

学校で英語を勉強するのを「楽しみです」と答える児童

が増え、「きらい」と答える児童がほとんどいなくなり

ました。

　

　我々大人は英語学習に関して、さまざまな思い出と意

見をもっていますが、最終的にこれは児童のためになる

かどうかを判断する責任があります。将来に備える知識

を児童に伝達するのが我々の世代の義務だと思います。

やはり、子どもたちは那珂川町の宝物です。

　平成 19年度に「那珂川町立小学校の英語学習研究会」

が設置され、将来の小学校英語学習のあり方を研究して

います。その背景にある大きな疑問に答えなければいけ

ません。「なぜ、那珂川町の小学生に英語を教えますか？」

さまざまな意見がありますが、私の立場から言えば、た

くさんの価値があり、もちろん私は英語学習に賛成して

います。次の３つの私の考えを述べたいと思います。

　①コミュニケーション術の育成――毎年、私はいくつ

かの小学校の発表会を見に行きます。児童たちは立派に

発表ができますが、これは日常の授業とは異なります。

英語の時間に関わらず、国語や算数では発表ができない

児童が多いと聞きました。しかし、英語学習ではグルー

プや個人の発表が当然なことです。普段の授業では声を

出さない児童が英語の時間では声を出したりすることが

あるとも担任に聞きます。このコラムで前に紹介しまし

たが、東北の大学で、福島県内の英語推進小学校の児童

を調査したところ、国語力は低下せずに上がったという

研究結果も出ています。私にとって、「国語」が「英語」

よりもはるかに大切な教育と思いますが、片方を上げる

ために片方が下がるとは思いません。

ケビン・ブラックバーン
ケビンの学校めぐり

ケビン・ブラックバーン

　南関東地域で麻しん（はしか）患者が多数発
生し、県内でも麻しん患者が確認されています。
　麻しんは、感染力が非常に強く、患者と直接
接触していなくても、空気感染を起こします。
また、感染後約 10 日後に発症し、初期症状は、
風邪に似ています。
　麻しんは、４～６月ごろに流行し、今後、関
東一円での流行が懸念されます。また、発症し
た後の特別な治療法はなく、症状に応じて治療
を行う対症療法が行われます。
　予防対策としては、ワクチン（予防接種）が
有効です。ワクチン未接種の方で今までに麻し
んにかかったことのない方は、主治医と相談し、
予防接種を受けましょう。
問い合わせ

　県北健康福祉センター  ☎ 0287－22－2679
　馬頭健康管理センター  ☎ 0287－92－1188

麻しん（はしか）の流行について

問い合わせ：南那須農業振興事務所　☎ 0287-82-2661

　トマト黄化葉巻病は、九州・東海地方のトマト農家に大きな被
害を与えています。Ｈ18年１月には栃木県でも発生が確認され
ています。
　この病害はタバココナジラミという小さな虫が媒介しますの
で、この虫の防除が最重要です。

　露地野菜・花きはタバココナジ
ラミの夏期における繁殖源となり
ますので、畑周辺の雑草を含めて
防除をお願いします。
　また、家庭菜園の発病トマトは、
重要な伝染源となりますので、発
病株はタバココナジラミとともに
すみやかに虫ごと透明のビニール
袋に入れ、日光に当てて高温にし
て虫を死滅させてから土に埋めて
ください。
　ご協力をお願いします。

写真上：トマト黄化葉巻病の典型的な葉
　　　　巻症状
右：タバココナジラミ（体長0.8mm程度）

トマト黄化葉巻病の封じ込めにご協力ください
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武
茂
小
で
最
後
の
田
植
え

　

5
月
８
日
、
武
茂
小
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
指
導
の
も
と
、
全
校
児
童
が
、

手
植
え
で
の
田
植
え
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

武
茂
小
学
校
は
学
校
統
廃
合
に
よ
り
廃
校
と
な
る

た
め
、
こ
の
体
験
学
習
も
今
年
度
が
最
後
と
な
り
ま 小

川
地
区
の
小
学
５
年
生
ら
が

　
　
　
　
　
　

那
珂
川
に
ア
ユ
放
流

　
　
　
　
　

那
珂
川
の
水
産
業
及
び
観
光

馬
頭
中
学
校
に
南
極
の
氷
を
贈
呈

　

5
月
28
日
、
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本

部
よ
り
馬
頭
中
学
校
に
、
南
極
で
採
取
さ

れ
た
氷
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
氷
は
、
今
か
ら
２
万
年
か
ら
４
万

年
前
に
降
り
積
も
っ
た
雪
が
そ
の
重
さ
で

圧
縮
さ
れ
て
氷
に
な
っ
た
も
の
で
、
こ
の

中
に
は
当
時
の
気
泡
や
微
生
物
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

早
速
、
生
徒
た
ち
は
氷
に
触
り
そ
の
感

触
を
確
か
め
た
り
、
気
泡
が
水
に
溶
け
る

と
き
に
パ
チ
パ
チ
と
音
が
鳴
る
様
子
を
観

察
し
、
最
近
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る
環
境

破
壊
の
問
題
や
太
古
の
地
球
環
境
に
つ
い

て
思
い
を
は
せ
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
協
会
女
性
部
が

　

マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
布
し
て
啓
発
活
動

　

那
珂
川
町
交
通
安
全
協
会
女
性
部
（
旧

女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
）は
、春
の
交
通

安
全
運
動
の
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
５

月
11
日
、
町
内
の
金
融
機
関
に
マ
ス
コ
ッ

ト
人
形
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
馬
頭
警
察
署
の
木
村
泰
助
署

長
も
同
席
し
、
交
通
安
全
協
会
女
性
部
の

深
澤
波
子
部
長
と
田
島
文
子
顧
問
か
ら
各

金
融
機
関
の
担
当
者
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
は
３
体
１
組

で
、
赤
・
黄
・
青
と
信
号
機
の
色
を
モ
チ
ー

フ
と
し
て
お
り
、
窓
口
を
訪
れ
る
お
客
さ

ま
に
、
交
差
点
で
は
注
意
す
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

の
振
興
、
河
川
愛
護
の
一
環
と

し
て
５
月
14
日
、
ア
ユ
放
流
が

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
東
の

右
岸
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
小

川
小
、
薬
利
小
及
び
小
川
南
小

の
５
年
生
83
名
が
、
那
珂
川
南

部
漁
業
協
同
組
合
小
川
支
部
や

那
珂
川
中
央
漁
業
協
同
組
合
小

川
支
部
の
関
係
者
と
一
緒
に
体

長
約
12
㎝
の
稚
魚
約
４
、０
０
０

尾
、
50
㎏
を
放
流
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
ま
た
、
多
く
の
太
公

望
が
那
珂
川
を
訪
れ
、
釣
り
糸

を
垂
ら
す
姿
が
見
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

す
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
古
代

米
の
一
種
で
あ
る
「
赤
米
」
と

呼
ば
れ
る
稲
を
「
ム
モ
19
」
の

文
字
の
形
に
植
え
ま
し
た
。

　

秋
に
は
真
っ
赤
な
稲
穂
の
文

字
が
、
武
茂
の
郷
土
に
映
え
、

収
穫
祭
で
は
、
こ
の
お
米
で
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
る
こ
と
に
し

て
い
て
、
児
童
た
ち
は
今
か
ら

赤
米
の
味
に
思
い
を
は
せ
て
い

ま
す
。
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イ
ノ
シ
シ
肉
で
町
お
こ
し

　

５
月
22
日
、道
の
駅
「
ば
と
う
」
で
、イ

ノ
シ
シ
肉
の
試
食
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
農
作
物
等
に
被
害
を
及
ぼ
す
イ
ノ

シ
シ
を
活
用
し
て
逆
に
、
町
お
こ
し
に
つ

な
が
ら
な
い
か
と
町
内
の
関
係
者
が
研
究

を
続
け
、今
回
の
試
食
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
に
は
、
猟
友
会
員
や
旅
館
業
組
合
員

な
ど
30
人
が
出
席
し
、
イ
ノ
シ
シ
鍋
や
イ

ノ
シ
シ
丼
な
ど
８
品
目
を
試
食
し
ま
し

た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
道
の
駅
の
チ
ー
フ
、
石

黒
昭
男
さ
ん
が
中
心
と
な
っ
て
考
案
し
た

も
の
で
、
調
理
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
食

べ
や
す
い
味
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
参

加
者
の
藤
田
正
一
さ
ん
（
小
口
）
は
、「
臭

み
も
な
く
、
柔
ら
か
く
、
と
て
も
い
い
味

で
す
。
あ
と
は
、
イ
ノ
シ
シ
が
た
く
さ
ん

捕
獲
で
き
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

将
来
は
、
道
の
駅
や
地
域
の
食
堂
、
旅

館
の
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
と
思
い
は
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。

馬
頭
高
校
水
産
科
で

　
　

カ
ヌ
ー
に
よ
る
川
下
り
体
験

　

馬
頭
高
校
水
産
科
の
３
年
生
12
名
が
５

月
24
日
、
カ
ヌ
ー
に
よ
る
那
珂
川
下
り
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
の
川
下
り
は
カ
ヌ
ー
技
術
の
習
得
と

河
川
環
境
の
実
態
調
査
を
目
的
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
日
程
は
、
同
校

実
習
場
付
近
の
武
茂
川
か
ら
茨
城
県
那
珂

市
の
千
代
橋
ま
で
の
50
㌔
を
２
日
か
け
て

下
り
、
途
中
、
茨
城
県
の
御
前
山
青
少
年

旅
行
村
に
１
泊
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
１
年
生
か
ら
訓
練
を
積
ん

で
、こ
の
日
に
備
え
て
き
ま
し
た
。初
夏
の

日
差
し
を
受
け
、
絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
中
、「
行
っ
て
き
ま
す
」
と
元
気
に
パ

ド
ル
を
漕
ぎ
出
し
ま
し
た
。

協
定
調
印
式
で
農
村
環
境
保
全
へ

　

地
域
の
資
源
や
農
村
環
境
の
保
全
、
質

的
向
上
を
図
る
た
め
に
、
農
業
者
と
地
域

住
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
」
の
調
印
式
が

５
月
１
日
、役
場
２
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、

３
団
体
が
調
印
し
ま
し
た
。

　

協
定
は
平
成
23
年
ま
で
の
５
年
間
で
、

調
印
終
了
後
、「
久
那
瀬
農
地
・
水
・
環
境

保
全
会
」
の
星
健
彦
代
表
（
代
理
出
席
星

隆
夫
）
は
「
将
来
に
わ
た
っ
て
、
農
業
や

農
村
基
盤
、
環
境
の
向
上
を
図
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
区
農
地
・
水
・
環
境
保
全
会

（
滝
田
敏
夫
代
表
）
で
は
５
月
20
日
、
約

40
名
が
参
加
し
、
町
内
で
は
初
め
て
と
な

る
共
同
に
よ
る
草
刈
り
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
後
、
各
保
全
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

環
境
保
全
に
対
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ば
り
幼
稚
園

　

５
月
18
日
、
ひ
ば
り
幼
稚
園
東
側
の
畑

で
５
歳
児
34
名
が
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
を
植

え
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
長
ぐ
つ
を
は
き
、
さ
つ
ま

い
も
の
苗
が
置
い
て
あ
る
畝う
ね

に
一
列
に
整

列
す
る
と
、
一
斉
に
土
に
穴
を
開
け
、
苗

を
植
え
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
太
陽
の
光

を
浴
び
、
土
の
感
触
に
大
喜
び
で
、
苗
植

え
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

サ
ツ
マ
イ
モ
は
10
月
ご
ろ
、
園
児
全
員

で
収
穫
し
、
焼
い
も
や
ふ
か
し
い
も
に
し

て
食
べ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。



洗
い
流
し
て
く
れ
る
唾
液
の
分
泌

が
減
る
た
め
、
残
っ
た
歯
垢
が
ど

ん
ど
ん
増
殖
し
、
む
し
歯
に
な
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

③
飲
み
物
に
注
意

　

甘
い
ジ
ュ
ー
ス
や
コ
ー
ヒ
ー
・

紅
茶
に
砂
糖
を
入
れ
る
習
慣
に
も

要
注
意
で
す
。
飲
み
物
は
お
茶
を

お
勧
め
し
ま
す
。

④
食
べ
た
ら
す
ぐ
に
歯
み
が
き
を

　
「
食
べ
た
ら
歯
み
が
き
」を
習
慣

化
し
、
そ
れ
が

難
し
い
場
合

は
う
が
い
を

欠
か
さ
な

い
よ
う

に
し
ま

し
ょ
う
。

か
む
こ
と
の
効
果

　

か
む
こ
と
は
、
唾
液
の
分
泌
を

促
し
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

◦
胃
を
守
る

◦
む
し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る

◦
肥
満
防
止
（
唾
液
の
働
き
で
血

糖
値
が
早
く
上
が
り
満
腹
感
が
得

ら
れ
る
の
で
、
食
べ
過
ぎ
ず
に
す

む
）

◦
が
ん
の
予
防
（
唾
液
に
含
ま
れ

る
酵
素
が
発
が
ん
物
質
を
抑
え
ま

す
）

◦
あ
ご
や
骨
の
筋
肉
を
鍛
え
る
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薬利小学校から

口
と
歯
の
健
康
を
守
ろ
う

　

口
や
歯
の
も
っ
と
も
基
本
的
な

役
割
は
物
を
食
べ
る
こ
と
で
す
か

ら
、
ど
ん
な
物
を
ど
の
よ
う
に
食

べ
る
か
で
、
口
と
歯
の
健
康
状
態

は
良
く
も
悪
く
も
な
り
ま
す
。
現

代
人
の
食
生
活
は
、
口
の
中
の
状

態
を
悪
化
さ
せ
る
危
険
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
普
段
の
食
生
活
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

口
と
歯
に
良
い
食
生
活
と
は

①
「
だ
ら
だ
ら
食
べ
」
を
し
な
い

　

だ
ら
だ
ら
と
時
間
を
区
切
ら
ず

に
食
べ
て
い
る
と
、
口
の
中
が
汚

れ
た
ま
ま
に
な
る
た
め
、
細
菌
の

活
動
が
活
発
に
な
り
、
む
し
歯
や

歯
周
病
に
な
り
や
す
く
な
り
ま

す
。

②
寝
る
前
に
飲
食
を
し
な
い

　

睡
眠
中
は
、
口
の
中
の
細
菌
を

◦
脳
の
働
き
を
活
性
化
す
る

◦
ス
ト
レ
ス
解
消
（
精
神
的
ス
ト

レ
ス
が
軽
減
さ
れ
、
情
緒
が
安
定

す
る
）

か
み
ご
た
え
ア
ッ
プ
の
た
め
の
工
夫

◦
か
み
ご
た
え
の
あ
る
食
材
使
用

　

乾
物
・
海
草
・
食
物
繊
維
の
多

い
野
菜
な
ど
、

よ
く
か
ま
な

い
と
飲
み
込

め
な
い
食
材

を
使
い
ま

し
ょ
う
。

◦
食
材
を
大
き
く
切
る

　

大
き
く
切
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
で

は
飲
み
込
め
な
い
の
で

か
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

◦
飲
み
物
で
流
し
込
ま
な
い

　

し
っ
か
り
か
め
ば
飲
み
込
み
や

す
く
な
り
ま
す
。
飲

み
物
に
頼
ら
な
い

よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

歯
を
強
く
す
る
食
品

　

肉
・
魚
・
卵
・
豆
・
海
草
・
乳

製
品
・
野
菜
等
を
摂
り
、
強
い
歯

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

環
と
し
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
汚
れ
て
も
よ
い
服

装
で
、ビ
ー
チ
サ
ン
ダ
ル
を
は
き
、

タ
オ
ル
を
持
っ
て
水
田
に
向
か
い

ま
し
た
。
開
会
式
で
、
農
業
活
動

協
力
者
の
穴
山
正
郎
さ
ん
か
ら
苗

を
植
え
る
時
の
注
意
な
ど
を
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
扇
が
丘
４
チ
ー
ム

と
い
う
縦
割
り
班
編
成
の
グ
ル
ー

プ
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
業
活

動
を
行
い
ま
す
。
こ
の
チ
ー
ム
に

よ
り
水
田
に
入
り
、
高
学
年
が
低

学
年
の
面
倒
を
見
な
が
ら
苗
を
植

え
て
い
き
ま
し
た
。
始
め
は
手
間

取
っ
て
植
え
て
い
ま
し
た
が
、
慣

れ
る
に
従
っ
て
植
え
る
ペ
ー
ス
が

速
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
途
中
、

増
子
育
男
さ
ん
が
「
田
植
え
唄
」

を
披
露
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
の
中
に
は
、
転
倒
し

て
衣
服
が
泥
だ
ら
け
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
お
礼
を
言
っ
て
学
校
に
戻

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
稲
の
成

長
を
児
童
と
と
も
に
観
察
し
、
収

穫
後
に
は
、
お
寿
司
な
ど
の
米
料

理
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

「
田
植
え
」

　

学
校
近
く
の
水
田

で
５
月
８
日
、
全
校

生
50
名
と
農
業
活
動

協
力
者
５
名
な
ど
総

勢
60
名
で
田
植
え
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
田
植
え
は
、

総
合
的
な
学
習
の
一
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広
報
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
田　

邦
男
／
著
（
新
潮
社
）

　

日
本
人
の
精
神
は
、
ど
こ
ま
で
壊
れ
て
し
ま
う
の
か
？

ネ
ッ
ト
上
で
、
他
者
を
匿
名
で
中
傷
す
る
人
々
。
ゲ
ー
ム

や
映
像
に
汚
染
さ
れ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。
他
人
の
痛
み

に
全
く
鈍
感
な
行
政
官
や
企
業
人
・
・
・
。
「
人
格
が
埋

没
し
、
思
考
が
衰
退
し
て
い
く
危
機
は
打
開
で
き
る
の

か
？
」
今
こ
そ
見
直
す
べ
き
心
の
情
景
を
説
く
警
世
の
日

本
論
で
す
。

◇
『
新
し
い
薬
を
ど
う
創
る
か
』　

京
都
大
学
大
学
院
薬
学
研
究
科
／
編
（
講
談
社
）

◇
『
四
字
熟
語
ひ
と
く
ち
話
』　

岩
波
書
店
辞
典
編
集
部
／
編
（
岩
波
書
店
）

◇
『
元
気
な
子
ど
も
の
野
菜
レ
シ
ピ
』　

山
崎
典
子
／
著
（
文
化
出
版
局
）

◇
『
魚
を
一
尾
、
さ
ば
け
た
ら
』　

濱
田
美
里
／
著
（
河
出
書
房
新
社
）

◇
『
な
か
な
か
い
い
生
き
方
』　

平
岩
弓
枝
／
著
（
講
談
社
）

◇
『
砂
漠
化
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
』　

根
本
正
之
／
著
（
岩
波
書
店
）　

◇
『
ト
ラ
ベ
リ
ン
グ
・
パ
ン
ツ  

ジ
ー
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
エ
バ
ー
』
ア
ン
・
ブ
ラ
ッ
シ
ェ
ア
ー
ズ
／
著
（
理
論
社
）

◇
『
ダ
ヤ
ン
、
タ
シ
ル
に
帰
る
』　

池
田
あ
き
こ
／
著
（
ほ
る
ぷ
出
版
）

◇
『
山
を
は
こ
ん
だ
九
ひ
き
の
竜
』　

松
谷
み
よ
子
／
著
（
佼
成
出
版
社
）

　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ク
ス
み
よ
し
／
著
（
家
の
光
協
会
）

　

採
り
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
で
の
お
漬
物
は
最
高
に
お
い

し
い
で
す
ね
。
著
者
は
、
那
須
町
に
生
活
し
て
い
る
料
理

研
究
家
で
す
。
自
然
の
恵
み
を
い
っ
ぱ
い
受
け
た
野
菜
や

果
物
を
使
っ
た
お
い
し
い
レ
シ
ピ
が
満
載
、
春
野
菜
で
お

試
し
く
だ
さ
い
。

『
野
菜
を
お
い
し
く
ア
イ
デ
ア
漬
け
も
の
』

　
　
　

角
野
栄
子
／
作　

佐
竹
美
保
／
絵
（
福
音
館
書
店
）

　

「
キ
キ
は
二
十
歳
に
な
り
ま
し
た
」
二
十
歳
に
な
っ
た
魔

女
の
キ
キ
の
暮
ら
し
。
相
変
わ
ら
ず
そ
ば
に
は
相
棒
の
黒
猫

ジ
ジ
が
い
て
、
新
し
い
人
と
の
出
会
い
や
、
懐
か
し
い
登
場

人
物
の
そ
の
後
の
様
子
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
と

ん
ぼ
さ
ん
と
の
関
係
も
や
っ
と
動
き
始
め
ま
す
。

『
魔
女
の
宅
急
便
そ
の
５
』

那珂川町
図書館

『
人
の
痛
み
を
感
じ
る
国
家
』

俳　

句

ト
ラ
ク
タ
ー
音
高
ら
か
に
春
耕
す　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

青
木　

俊
蓉

茶
頂
く
小
さ
き
古
刹
若
葉
光　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

鈴
木　

君
枝

舞
ひ
終
へ
し
帯
の
か
ら
ま
る
五
月
晴　
　
　
　
　
　
　

松　

野　
　
　

大
高　

富
美

熱
弁
の
尽
き
ぬ
軒
下
燕
の
巣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　
　
　

永
森　

悦
子

野
は
今
も
変
は
ら
ぬ
風
情
花
疲
れ　
　
　
　
　
　
　
　

久
那
瀬　
　
　

堀
江　

直
子

天
長
節
と
昔
言
ひ
け
り
昭
和
の
日　
　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

松
岡　

路
石

掌
に
今
日
の
重
さ
を
計
る
ご
と
振
り
返
り
つ
つ
日
記
付
け
終
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

佐
藤　

節
子

風
そ
よ
ぐ
田
の
面も

に
か
す
か
ゆ
ら
め
き
て
前
上
の
上へ

の
一
番
星
映
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

内　
　
　

薄
井　

キ
イ

吹
き
お
ろ
し
吹
き
上
げ
ら
れ
て
落
花
舞
ふ
谷
す
ぢ
走
る
風
の
道
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

馬　

頭　
　
　

藤
田　

文
代

田
植
え
済
む
緑
の
田
の
面
へ
白
さ
ぎ
の
一
羽
下
り
立
ち
餌
を
つ
い
ば
み
て
居
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

森
島
テ
フ
子

里
帰
り
二
日
を
過
せ
し
幼お
さ
な
ご孫
の
乳
の
香
わ
が
衣
に
ほ
の
か
残
れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

川　
　
　

滝
田　

孝
子

補
植
お
え
今
よ
い
し
づ
か
に
雨
降
り
ぬ
床
の
中
に
て
心
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片　

平　
　
　

磯
部　

千
代

　
　ト

ラ
ク
タ
ー
大
地
へ
春
の
陽
を
入
れ
る　
　
　
　
　
　

薬　

利　
　
　

大
嶹　

克
明

消
し
ゴ
ム
で
消
せ
ぬ
暴
言
残
る
惜
い　
　
　
　
　
　
　

小　

砂　
　
　

笹
沼　

季
子

今
年
ま
た
ワ
ラ
ビ
採
り
で
き
う
れ
し
い
な　
　
　
　
　

大
山
田
下
郷　

佐
藤　

有
紀

胡
瓜
切
る
孫
へ
目
と
口
離
せ
な
い　
　
　
　
　
　
　
　

谷　

田　
　
　

岡
崎　

甫
子

目
覚
し
へ
朝
を
頼
ん
で
セ
ッ
ト
す
る　
　
　
　
　
　
　

北
向
田　
　
　

小
林
や
す
こ

短　

歌

川　

柳
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お知らせ

忘れていませんか？
あなたの自動車税（県税）

　平成19年度の自動車税は、５月31
日が納期限でした。未納の場合、７
月20日に督促状を発送します。納税
が遅れると延滞金がつきますので、
至急納税してください。
※注意－督促状を発してから10日を
経過しても完納しないと、差し押さ
えを受けることになります。（地方
税法第167条）
問い合わせ　矢板県税事務所
　　　　　　☎0287－43－2171

ボランティアスクール参加者募集

　知的障害児へのボランティア活動
に参加してみませんか。
対象者　高校生以上の方、先着30名
講座内容　講話、支援・交流活動、
グループ別協議等（全４回）
日時　７月14日（土）開講式
　※以降の日程等の詳細について
は、事務局にお問い合わせ下さい。
参加費等　無料　ただし、ボランテ
ィア保険料（300円）と交通費及び
食費等は自己負担
申込期限　６月29日（金）
問い合わせ　〒321－0532　那須烏
山市藤田1181－152　南那須養護学
校ボランティアスクール係（担当：
菅山）☎0287－88－7571 FAX0287
－88－9867 メールアドレス nannayou@
minaminasu-sh.ed.jp

裁判所事務官採用Ⅲ種試験

　裁判所では、平成19年度裁判所事
務官採用Ⅲ種試験（東京高裁管轄区
域）を次のとおり実施します。
採用予定人員　約20名
受験資格　昭和61年４月２日から平
成２年４月１日までに生まれた者
受付期間　７月17日（火）～25日（水）
※７月25日消印有効

試験日　９月16日（日）
問い合わせ　宇都宮地方裁判所事務
局総務課人事第一係☎028－621－
2111

とちぎ海浜自然の家「海浜まつり」

期日　７月14日（土）
内容　地引き網体験・マロニエウィ
ンドオーケストラ演奏・海浜自然の
家内施設無料開放ほか
参加対象　栃木県民一般・茨城県地
域周辺住民
参加方法　直接自家用車等でお越し
下さい。（申込不要）
※駐車場には約250台収容できます
が、混み合いますので出来るだけ相
乗りでお願いします。
問い合わせ　栃木県立とちぎ海浜自
然の家（指導課 担当：大金・山口）
〒311－1412　茨城県鉾田市玉田336
－2　☎0291－37－4004

県産業技術大学校県北校
オープンスクールの開催

　県産業技術大学校県北校では、実
習並びに施設の見学と各科の説明を
します。
対象者　高校生･先生方及び一般の方
日時　６月23日（土）午前９時～午
後４時（正午～午後１時は昼休み）
主な内容　工作機械実習、パソコン
実習、レストラン・調理実習など
問い合わせ　県産業技術大学校県北
校（担当：渡辺）☎0287－64－4000

税務職員採用試験

種別　国家公務員採用Ⅲ種（税務）
受験資格　昭和61年４月２日から平
成２年４月１日までに生まれた者
試験の程度　高等学校卒業程度
申込書請求先　最寄りの税務署（氏
家税務署☎028－682－3311）または人
事院関東事務局☎048－740－2006～8

関東信越国税局☎048－600－3111
受付期間　６月26日（火）～７月３
日（火）※土日は除く
試験日　第１次試験９月９日（日）
※第２次試験は第１次試験合格通知
書で指定する日
問い合わせ　〒330－9719　埼玉県
さいたま市中央区新都心1番地1さい
たま新都心合同庁舎1号館　関東信
越国税局人事第二課試験係☎048－
600－3111

児童手当現況届は６月中に！

　現在児童手当を受給している方
は、６月30日までに「児童手当現況
届」を提出することになっていま
す。届け出用紙を６月上旬に郵送し
ますので、通知書に記入されている
必要なものを持参のうえ、健康福祉
課で手続きをして下さい。現況届の
提出がないと、６月分以降の手当が
受けられなくなりますのでご注意く
ださい。
問い合わせ　健康福祉課児童福祉係
（本庁）☎0287－92－1119
（支所）☎0287－96－2115

風土記の丘資料館の催し
「那須発掘物語」

　那須地方に数多く残る古墳につい
て、小中学生向けに分かりやすく紹
介した展示会を開催します。
開催期間　７月３日（火）～９月２
日（日）　午前９時30分～午後５時
　また、展示会のオープニングイベ
ントとして、古墳時代の装飾品であ
る「玉類」をつくる「玉づくり」の
参加者を募集します。
期日　７月７日(土)午前10時～正午
場所　なす風土記の丘資料館小川館
定員　20名
参加費　無料
問い合わせ　
なす風土記の丘資料館小川館
☎0287－96－3366
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お知らせ

「省エネチャレンジ大作戦2007」
参加者大募集

内容　７月～９月の３ヵ月間のうち
１ヵ月間の電気使用量等を昨年の同
月よりも削減した方（上位者）を表
彰します。（賞状のほか副賞を交付）
対象者　県内に在住の方または県内
の学校や事業所（店舗、事務所、工
場など）
申込方法　電話またはホームペー
ジ、もしくは町住民生活課窓口で配
布の参加申込書に記入の上、 郵送又
はFAX
申込期限　７月31日（火）
表彰　①家庭部門　上位100家庭に
「省エネファミリー優秀賞」と副賞
（商品券５千円）②学校部門　最優
秀賞１校（図書カード２万円）、優
秀賞２校（同１万円）、佳作５校以
内（同５千円）③事業所部門　最優
秀賞１事業所（商品券５万円）、優
秀賞２事業所（同３万円）、佳作５
事業所以内（同１万円）をそれぞれ
交付する。
問い合わせ　栃木県地球温暖化防止
活動推進センター☎028－673－9101 
FAX028－623－3260
ホームページアドレス　http ://
homepage3.nifty.com/tochiondan/

南那須地区いきいきアグリ塾の開催

　農業従事者の半分を女性が担って
いる中で、農村女性の果たす役割は

重要です。そこで、南那須農業振興
事務所では、夢をもって農業に取り
組めるよう農業経営に意欲のある女
性農業者を対象とした講座を開催し
ます。
募集要領

①農業に従事または農業に関心があ
り、 年齢がおおむね55歳までの女性
②原則として全講座参加できる方
③６月末までに各市町、那須南農業
協同組合、南那須農業振興事務所へ
電話またはFAXで住所・氏名・連
絡先を申し込むこと。
内容

①７月下旬　開講式・講演
②８月上旬　講話・意見交換
③11月下旬　視察研修
④１月中旬　講演・閉講式
※講座は半日単位。（視察研修は1日）
※時期、内容については変更あり。
※詳細は、申込者に個別に連絡。
問い合わせ　南那須農業振興事務所
経営普及部　☎0287－82－2661　
FAX 0287－82－2757　ＪＡなす南
生活福祉課 ☎0287－88－7733 
FAX0287－88－2185　農林振興課
☎0287－92－1113 FAX0287－92－
3081

パパの絵本おはなし会と
フリートーク 参加者募集

　お母さんとはまた違った選書・語
り口が、子どもたちの感性を揺さぶ
るお父さんによる楽しいおはなし会
です。

　家族一緒にみんなでご参加下さい。
日時　６月24日（日）午後１時開
場、午後１時30分開演（約２時間）
会場　小川総合福祉センター　すこ
やか共生館多目的集会室
講師　パパ’s 絵本プロジェクト･･･
安藤哲也（楽天ブックス店長）／田
中尚人（グランまま社編集長）／金
柿秀幸（絵本ナビ事務局長）
主催　すくすくの会（町家庭教育オ
ピニオンリーダー）
申し込み・問い合わせ　
教育委員会生涯学習課
☎0287－92－2897

第４回企画展
「郷土の書道家とその遺作品」

　馬頭郷土資料館では、郷土の書道
愛好家で物故された方々の遺作展を
開催します。また、郷土にかかわり
のある書作品も展示します。
期間　６月１日（金）～30日（土）
問い合わせ　馬頭郷土資料館☎0287
－92－1103　教育委員会生涯学習課
☎0287－92－2897

小型ガス瞬間湯沸かし器を
ご使用のみなさまへ

　換気をしないで小型ガス瞬間湯沸
かし器を使用していたため、死亡に
いたる事故が発生しています。小型
ガス瞬間湯沸かし器を使用するとき
は、必ず換気をしましょう。　

○
福
祉
基
金
へ

五
万
円　
　
　
　

菊
池
勝
雄
様（
谷
川
）

○
奨
学
基
金
へ

二
十
万
円　
　
　

故
菊
地
翠
様（
吉
田
）

五
万
円　
　
　
　

菊
池
勝
雄
様（
谷
川
）

○
防
犯
灯
三
十
基

　
　

東
京
電
力
（
株
）
宇
都
宮
支
社
様

○
馬
頭
西
小
学
校
へ

屋
外
用
電
波
時
計　

　
　
　
　

小
林
弘
志
様（
那
須
烏
山
市
）

○
武
茂
小
学
校
へ

児
童
用
図
書
（
20
冊
）（
二
万
円
相
当
）

　
　
　
　
　
　
　

高
野
一
郎
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松
野
）

○
図
書
館
へ
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書
「
歌
集
露
草
」
一
冊　

　
　
　
　
　
　
　

影
沢
よ
し
様（
小
口
）
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書
「
歌
集
那
珂
川
」
一
冊　

　
　
　
　
　
　
　

小
高
歌
子
様（
和
見
）

図
書
「
新
・
俳
句
の
杜
・
４
」
一
冊

　
　
　
　
　
　

鈴
木
征
子
様（
埼
玉
県
）
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書
「
生
き
て
輝
い
て
」
二
冊

　
　
　
　
　
　

藤
田
カ
ツ
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様（
小
砂
）

○
社
会
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議
会
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興
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へ
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十
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故
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地
翠
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吉
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七
万
円　
　
　
　

菊
池
一
馬
様（
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又
）

五
万
円　
　
　
　

菊
池
勝
雄
様（
谷
川
）

○
社
会
福
祉
協
議
会
へ

車
イ
ス
一
台　

荒
井
ミ
イ
様（
久
那
瀬
）

○
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　
　
　

匿
名（
３
９
２
回
）

ありがとう

ございます

寄  贈
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・７月11日（水）午後１：30～
　テキスト「方丈記（抜粋）」　鴨　長明／著
　和やかな雰囲気で語りあっています。
　興味のある方はお気軽にどうぞ。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

★父の日のプレゼントつくり
・６月16日（土）午前10：00～　　　　
　大好きなお父さんへ、すてきなプレゼントを作りま
　しょう。
・参加申し込み　６月13日（水）まで
・材料費　100円

★チャレンジゲーム大会

「児童館」
6月16日～7月15日

のお休み

開館時間　午前９時～午後５時
☎０２８７－９６－３１０９

たのしい絵本と紙しばいの会
・６月20日（水）午前10：30～
・７月 4 日（水）午前10：30～
　小さなお子さまのためのおはなし会です。
　親子でご一緒にお越しください。
・場所　馬頭図書館　視聴覚室

読　書　会

高校生ボランティアのおはなし会
・７月７日（土）午前10：30～
　紙しばいや楽しいおはなしがいっぱい。
　おはなしのあとには、たのしい工作教室があり
　ます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

★なかよしひろば
・６月20日（水）午前10：00～
　ふうせんであそぼう。
・参加申し込み　６月16日（土）まで
・参加費　50円（おやつ代）

★生け花教室
・６月30日（土）午後１：30～
　雨の季節にぴったりなお花を生けましょう。
・講師　森嶋恵美子先生
・会員以外の方の申し込み　６月27日（水）まで
・花代　700円

・６月24日（日）午前10：00～
　いろいろなゲームにチャレンジしよう。
　最高記録は誰かな？お友達を誘って遊びに来てね。

★なかよしひろば
・７月７日（土）午前10：00～　　　　　
　短冊に願いをこめて！七夕まつりをしよう。
・参加申し込み　７月５日（木）まで
・参加費　無料

今
月
の
表
紙

　
「
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
つ

か
め
勝
利
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

５
月
19
日
、
武
茂
小
学
校
で
最

後
の
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

47
名
の
児
童
た
ち
は
練
習
の

成
果
を
元
気
い
っ
ぱ
い
保
護
者

に
披
露
し
て
い
ま
し
た
。

　

種
目
の
「
孫
と
い
っ
し
ょ
に
」

で
は
、
児
童
た
ち
に
肩
た
た
き

を
さ
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
う
れ
し
そ
う
に
、

疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

・７月14日（土）午後２：00～
　おはなしじょうずなボランティアが、昔ばなしの
　絵本や紙しばいを読んでくれます。
・場所　馬頭図書館　じどうしつ

婦人ボランティアのおはなし会

雨の季節になりました。
外で遊べない時は室内で
ゆっくり遊びましょう。
足元に気をつけて
遊びに来てください。

★七夕まつり
・７月４日（水）午前10：00～
　七夕飾りを作ろう。
・参加申し込み　６月30日（土）まで
・参加費　50円（おやつ代）

★生け花教室
・７月14日（土）午後1：30～
　フラワーアレンジメントをしよう。
・会員以外の方の申し込み　７月11日（水）まで
・花代　700円
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6月1日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　　 9,957 人  （－ 23）
 　女　　10,011 人  （－ ８ ）
 　計　　19,968 人  （－ 31）
 世帯数　  5,982　    （＋ ５ ）

（　）内は前月との比較

う
ぶ
ご
え

複ふ
く
し
き式

炉ろ

に
み
る
縄
文
の
交
流

お
く
や
み

　

は
る
か
昔
か
ら
、
人
々
は
調
理
を

し
た
り
暖
を
取
っ
た
り
、
あ
る
い
は

猛
獣
を
避
け
る
た
め
に
火
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。
薪
を
燃
や
す
炎
は
、
今

で
も
人
の
心
を
引
き
つ
け
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
火
を
燃
や
す
た

め
の
場
所
だ
っ
た
炉
の
形
態
は
、
地

域
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
異
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
縄
文
時
代
の
那

須
に
見
ら
れ
る
複
式
炉
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

　

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
小
川
館

に
入
る
と
、
正
面
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
に
復
元
さ
れ
た
複
式
炉
が
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
複
式
炉
は

那
珂
川
町
三
輪
に
あ
る
三み

輪わ

仲な
か

町ま
ち

遺

跡
の
第
８
次
調
査
区
で
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

　

複
式
炉
は
今
か
ら
４
、０
０
０
年

ぐ
ら
い
前
の
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後

期
初
め
に
か
け
て
、
東
北
地
方
か
ら

北
陸
地
方
に
か
け
て
分
布
し
ま
し

た
。竪た
て
あ
な穴
住じ
ゅ
う
き
ょ居
内
に
設
置
し
て
使
用

さ
れ
、
炉
の
内
部
が
２
つ
以
上
に
区

分
さ
れ
る
こ
と
か
ら
複
式
炉
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。
区
分
さ
れ
た
部
分
に

は
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
用
途
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

復
元
さ
れ
た
炉
は
２
つ
に
区
切
ら

れ
、
土
器
の
破
片
を
敷
き
つ
め
て

使
っ
て
い
ま
し
た
。
土
器
の
表
面
を

よ
く
見
る
と
、
火
を
使
っ
た
跡
が
黒

く
残
っ
て
い
ま
す
。炉
を
囲
う
石
も
、

熱
を
受
け
て
表
面
が
赤
っ
ぽ
く
変
色

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
室
に
入
る
と
、
縄
文

時
代
の
竪
穴
住
居
で
の
暮
ら
し
の
様

子
が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
住

居
内
の
炉
も
、
よ
く
見
る
と
複
式
炉

で
す
。
石
囲
い
の
炉
が
２
つ
に
区
分

さ
れ
、
手
前
で
は
土
器
を
火
に
か
け

て
料
理
に
使
い
、
奥
で
は
土
器
を
埋

め
込
ん
で
灰
を
貯
え
て
い
ま
す
。
こ

の
展
示
も
、
三
輪
仲
町
遺
跡
で
見
つ

か
っ
た
別
の
複
式
炉
を
元
に
し
て
い

ま
す
。

　

栃
木
県
北
部
の
那
須
地
域
は
複
式

炉
の
分
布
の
南
限
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
三
輪
仲
町
遺
跡
で
複
式
炉
が
使

わ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
集
落
が
交
流

に
よ
っ
て
東
北
地
方
や
北
陸
地
方
な

ど
の
文
化
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
北
の
地
方
と
、
関
東
地
方

の
両
方
の
文
化
的
な
影
響
が
見
ら
れ

る
の
が
、
那
須
の
縄
文
時
代
の
特
色

で
す
。
縄
文
土
器
に
も
、
こ
れ
ら
両

方
の
地
方
の
特
徴
を
も
っ
た
文
様
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

那
須
地
域
は
、
箒
川
を
さ
か
の
ぼ

っ
た
塩
原
か
ら
山
王
峠
を
抜
け
て
会

津
へ
、
あ
る
い
は
後
の
東
山
道
と
な

る
那
須
町
か
ら
白
河
へ
と
抜
け
る
ル

ー
ト
に
よ
っ
て
、
東
北
地
方
へ
つ
な

が
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
交
流
は

遠
方
の
物
品
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な

く
、
炉
な
ど
の
生
活
様
式
も
取
り
入

れ
る
ぐ
ら
い
密
接
な
も
の
で
し
た
。

縄
文
時
代
の
那
須
は
、
関
東
地
方
と

東
北
地
方
の
文
化
が
混
ざ
り
合
う

地
、
交
易
と
交
流
の
拠
点
だ
っ
た
の

で
す
。

 

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館　

　
　
　
　
　

学
芸
員　

永
森
裕
子
）

（
氏　

名
）（
父
母
の
名
） （
住
所
）

古
屋　

結ゆ

衣い　

和　

俊

　
　
　
　
　
　

望　

美　

馬　

頭

星　

千ち

さ

き
沙
妃　

大　

介

　
　
　
　
　
　

香　

里　

矢　

又

岡
本
和わ

か

こ
花
子　

勇　

一

　
　
　
　
　
　

雅　

子　

谷　

川

井
上　

桜お
う
が雅　

拓　

也

　
　
　
　
　
　

あ
ゆ
み　

小　

川

佐
藤　
　

仁じ
ん　

康　

隆

　
　
　
　
　
　

希　

美　

小　

川

堀
江　

啓け
い
と人　

弘　

規

　
　
　
　
　
　

博　

美　

小　

川

平
成
19
年
４
月
21
日
～

　

平
成
19
年
５
月
20
日
受
付
分

※
掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

展示室竪穴住居内の複式炉

複式炉（三輪仲町遺跡第８
次調査区）

（
氏　

名
）　
（
年
齢
）　 

（
住
所
）

飯
塚　
　

正
（
72
）　　

馬　

頭

濱
野　

ミ
キ
（
74
）　　

馬　

頭

斎
藤　

セ
ツ
（
74
）　　

馬　

頭

齋
藤　

ミ
ヨ
（
85
）　　

馬　

頭

小
松
ウ
メ
ノ
（
77
）　　

健　

武

薄
井　

コ
マ
（
93
）　　

健　

武

滑
川　

ウ
メ
（
84
）　　

健　

武

小
磯　

二
郎
（
91
）　　

久
那
瀬

髙
野　

ト
ヨ
（
72
）　　

富　

山

坂
本
芳
之
助
（
86
）　　

盛　

泉

菊
池　

キ
ヨ
（
79
）　　

谷　

川

渡
邉　

一
郎
（
66
）　　

大　

内

小
原　

ケ
サ
（
88
）　　

大　

内

木
村　

耕
一
（
55
）　　
大
山
田
上
郷

横
山　

與
一
（
73
）　　

小　

砂

石
井　

松
雄
（
88
）　　

小　

砂

檜
山　

チ
イ
（
81
）　　

小　

川

菊
地　
　

翠
（
92
）　　

吉　

田

永
森
已
代
三
（
90
）　　

薬　

利

高
柳　
　

寅
（
81
）　　

薬　

利
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花
ハ
ス
の
里　

釜
井
三
木
さ
ん
（
宇
都
宮
市
）

揚
柳
観
音　

金
子
コ
ウ
さ
ん
（
馬
頭
）

ばとうの観光写真コンテスト受賞作品
優秀賞

ミニ
ギャラリー

企 画 展

「 ― 保永堂東海道から竪絵東海道 ― 」

第21回

「東海道五拾三次之内　日本橋　朝之景」（大判　版元：竹ノ内孫八）

　いまから約 170 年前の日本は、鎖国
政策のもとで平和を謳

おう

歌
か

し独自の文化
を築いていました。天保年間（1830 ～
43）の江戸の人口は 100 万人を越えロ
ンドンやパリに匹敵する大都会であり、
西欧のどこの国よりも安全に旅をするこ
とが出来ました。特に東海道は五街道
の中でも最も利用された街道で参勤交
代、上方との交易や巡礼などさまざまな
人たちにより利用されました。江戸から京まで約
500 キロメートルを成人の男性で約12日間、女
性で約14日間を徒歩で旅をしましたが、途中疲
れれば馬や籠

かご

や舟に揺られ、宿泊する各宿場では
名物を食し、旅を満喫したことでしょう。
　今回紹介する作品は「東海道五拾三次之内　日

「五十三次名所図会　一日本橋東雲

の景」（大判　版元：蔦屋吉蔵）

本橋　朝之景」
は、言わずと知
れた広重の代表
作「保永堂版東
海道」のはじま
り「日本橋」で
す。図は、早朝
の日本橋を渡り
国元に帰る参勤
交代の行列と日
本橋魚河岸で魚
を仕入れた行商
人たちが描かれ

ています。橋の袂
たもと

の左側には高札場、右側の犬が
いる方は罪人のさらし場でした。もう一図「五十三
次名所図会　一　日本橋東雲の景」は、一般には

「竪絵東海道」の愛称で親しまれています。この
作品は広重が生涯に東海道シリーズを 20 種類以
上制作した最後の作品で、安政２年（1855）７
月の改印が捺された広重晩年の作品です。図は竪
の構図で、はじめから画帖として売り出すことを
想定しています。「保永堂版」とは違い鳥

ちょうかんず

瞰図で
近景は魚河岸、日本橋、倉庫、中景に江戸城、遠
景に富士山の江戸の名所三点セットが定型で描か
れています。
　本展では、広重がはじめて東海道に取り組んだ

「保永堂版東海道」と最後に制作した東海道シリー
ズ「竪絵東海道」の２つの東海道を前期と後期に
分け、展示します。当時の旅路を楽しんでくださ
い。

【会期】前期　６月８日（金）～７月８日（日）
　　　  後期　７月12日（木）～８月19日（日）
　　那珂川町馬頭広重美術館　学芸員　市川　信也

96 歳 で 仏画
　仏画を描き続けて５年にな
る金子コウさんは 96 歳。
　「今は、お正月に飾る七福
神を制作中です」とうれしそ
うに話していました。
　「花の風まつり」に開催し
た個展の中から一番新しい作
品をご紹介します。


